
佐藤 和紀（さとう かずのり）
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1980年：長野県軽井沢町出身
2006年：上越教育大学大学院 学校教育研究科 修士課程・修了
2018年：東北大学 大学院情報科学研究科 博士課程・修了

2006年：東京都小平市立小平第五小学校・教諭
2012年：東京都北区立豊川小学校・教諭，主任教諭
2016年：東京都杉並区立高井戸東小学校・主任教諭

2015年：上越教育大学 学校教育実践研究センター・客員研究員
2017年：常葉大学教育学部・専任講師
2018年：静岡大学教育学部・非常勤講師
2020年：信州大学教育学部・助教
2022年：信州大学教育学部・准教授

博士（情報科学）　
信州大学教育学部 附属次世代型学び研究開発センター・准教授

• 文部科学省 児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究・企画推進委員，同教育の情報化に関
する手引・執筆協力者，同GIGAスクール構想に基づく１人１台端末の円滑な利活用に関する調査協力
者会議・委員，同リーディングDXスクール事業・指定箇所選定委員，同学校DX戦略アドバイザー，同学
校DX戦略アドバイザー企画検討委員会・委員 等

• 独立行政法人 教職員支援機構・フェロー，公益財団法人 教科書研究センター・特別研究員，公益財団
法人 パナソニック教育財団・専門委員，公益社団法人 信濃教育会・ICT活用調査部会アドバイザー，長
野県教育委員会 長野県ICT教育推進センター・有識者 等



佐藤 和紀

文部科学省リーディングDXスクール事業
生成AIパイロット校成果報告会

情報モラルの観点から



私たちの身の回りにあるメディアと情報モラルの課題
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• 私たちは，情報・メディアについて何を知っておくべきか
• 私たちは，学校教育において，何を教えておくべきか

✔ メディアが私たちの生活に与える影響は何か
✔ 身の回りのメディアの特徴は何か
✔ 私たちが備えておくべき能力は何か
✔ 私たちが鍛えておくべき能力は何か

• デジタル技術の活用を前提に情報モラル教育を捉えるべきではないか
• 現在の情報モラル教育は他人への影響やルールに過度に焦点化され，デジタ

ル活用の本来の目的と異なる捉え方がされているのではないか
• １人１台端末の過度な禁止は情報モラル育成の機会を失うことにつながってい

るのではないか
• 「情報モラル」が広範な概念を含むようになってきているが，そのことが伝わって

いないのではないか
• メディア・リテラシーの育成，フィルターバブルやエコーチェンバーの理解，ファク

トチェックの習慣化が必要なのではないか



ポスターセッションから読み取れる成果



大阪市立木津中学校の事例
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ファクトチェックは比較が大原則

文部科学省生成AIパイロット校成果報告会（2024）



大阪市立天王寺中学校の事例
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まずは知っていることが重要

文部科学省生成AIパイロット校成果報告会（2024）



印西市立原山中学校・原山小学校・内野小学校の事例
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効率を上げて（量），質を上げる

文部科学省生成AIパイロット校成果報告会（2024）



八丈町立富士中学校の事例
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如何に更新し続けるかが勝負



熊本市立北部中学校の事例
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情報活用能力は使いながら，更新しながら

文部科学省生成AIパイロット校成果報告会（2024）



日常的な情報モラル指導に向けて
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子供は情報を誤読し，鵜呑みにする
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BBC（1957）スパゲッティ・ストーリー．鈴木みどり監修，イメージサイエンス制作（2003）スキャニング・テレビジョン日本版
佐藤和紀，齋藤玲，望月翔太，堀田龍也（2016）映像に対する児童の批判的視聴の特徴：計量テキスト分析を用いた検証．日本教育工学会研究報告集，16（3）：57-64

1957 モキュメンタリー



子供は情報を誤読し，鵜呑みにする
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虚構新聞   https://kyoko-np.net/2005021501.html 

2005 フェイクニュース



本当らしさに違和感を覚えることができるか
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@koguGameDev
許諾済み

佐藤和紀，織田裕二，堀田龍也（2024）生成 AI が生成した混成型テキストの 小学生による読解に関する調査．日本教育工学会2024年春季全国大会講演論文集：発表予定
佐藤和紀（2024）論考：生成AIと子供の情報活用能力，メディア・リテラシー．視聴覚教育，Vol.915：10−13

2023 生成AIが作成した新聞風画像
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ファクトチェックは生成AIからやってもできない

• ファクトチェックの習慣化
• 低学年からでもできる
• 毎日できる
• 教科書でもWEBでもやる



日常が勝負，イベントにしない

Kazunori SATO                                 All Right Reserved

教科書でも引用を示す



日常が勝負，イベントにしない
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教科書をきちんと読む

春日井市立藤山台小学校（2024）



時々，自分でも送り手を体験する
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ウソをつけとは言わないけども



おわりに：来年度への期待

Kazunori SATO                                 All Right Reserved

生成AIだけではない，イベントで終わらせない，日常的に

【日常的に】
• 情報の比較の習慣化を
• 教科書でもWEBでもファクトチェックを習慣化を
• 身の回りのメディアの情報をきちんと読む習慣化を

• 質はすぐには上がらない
• たくさん活動させて，ファクトチェックに慣れてから，質を上げる
• デジタル技術を活用しながら，新しいテクノロジーを活用しなが
ら


